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	背景
	細胞局在：細胞質。N6-メチルアデノシン含有RNA結合活性およびリボソーム結合活性を活性化する。mRNAの不安定化、翻訳開始の正の調節、ストレス顆粒の組み立てに関与する。Pボディおよび細胞質ストレス顆粒に局在する。[Alliance of Genome Resources提供、2022年4月]
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	MCF7細胞ライセートのウェスタンブロット解析（YTHDF1ウサギmAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用しました。
	

	パラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学分析。1、YTHDF1ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋マウス脳組織の免疫組織化学分析。1、YTHDF1ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット脳組織の免疫組織化学分析。1、YTHDF1ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

